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平
成
23
年
度
の
県
内
お

よ
び
当
市
の
観
光
入
込
客
数

は
。 

産
業
経
済
部
長

　

県
内
は
約
４
、７
３
５
万 

7
千
人
で
対
前
年
度
比
は

８
・
７
％
の
増
加
、
当
市
は

４
２
４
万
３
千
人
で
５
・
４

％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。

 

県
内
観
光
施
設
入
込
客

数
ベ
ス
ト
30
が
発
表
。１
位

は
長
浜
市
の
黒
壁
で
２
６
５ 

万
人
。
当
市
か
ら
は
道
の
駅

藤
樹
の
里
あ
ど
が
わ
が
７
位

で
79
万
人
、
他
に
マ
キ
ノ
高

原
、
朽
木
新
本
陣
が
登
場
。

３
施
設
で
約
１
５
０
万
人
を

集
客
。
こ
の
数
字
か
ら
何
を

思
わ
れ
る
か
。

 

道
の
駅
藤
樹
の
里
あ
ど

が
わ
は
新
鮮
な
野
菜
や
特

産
品
な
ど
の
出
店
商
品
に
魅

力
を
感
じ
、
マ
キ
ノ
高
原
は

豊
か
な
自
然
環
境
が
満
喫
で

き
、
ま
た
、
朽
木
新
本
陣
は

豊
か
な
自
然
と
食
文
化
と
が

相
ま
っ
て
癒
し
の
空
間
と
な

る
こ
と
で
人
気
を
博
し
て
い

る
と
考
え
ま
す
。

 

道
の
駅
新
旭
風
車
村
の

入
込
客
数
は
。

 

約
13
万
３
千
人
で
す
。

 

び
わ
湖
畔
で
数
少
な
い

観
光
施
設
の
一
つ
だ
が
、
前

年
よ
り
３
万
人
も
減
少
。３

基
の
風
車
が
老
朽
化
で
停
止

し
て
い
る
が
、
改
修
す
べ
き

で
は
。

 

部
品
の
劣
化
等
で
風
車

が
停
止
し
て
い
る
の
は
事
実

で
す
。
策
定
中
の
市
全
体
の

活
性
化
計
画
に
お
い
て
風
車

村
の
今
後
に
つ
い
て
総
合
的

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 

「
※
ビ
ワ
イ
チ
」
観
光

ツ
ア
ー
が
来
年
１
月
よ
り

滋
賀
へ
の
旅
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
、
旅
行
会
社
で
販
売
さ
れ

る
が
、
当
市
の
関
わ
り
と
今

後
の
取
り
組
み
は
。

 
「
ビ
ワ
イ
チ
」
事
業
に

つ
い
て
は
、
市
内
か
ら
マ
キ

ノ
高
原
の
関
係
者
の
方
が
選

考
委
員
に
入
っ
て
お
ら
れ
、

市
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

総
合
計
画
の
実
施
計
画

（
24
〜
26
年
）
の
中
で
、
観

光
振
興
策
は
３
億
87
万
円
が

計
上
。
24
年
度
の
成
果
と
25

年
度
の
観
光
戦
略
は
。

 

24
年
度
は
、
施
設
整
備

後
20
年
程
度
経
過
し
た
施
設

を
対
象
に
雨
漏
り
等
の
修
繕

を
行
っ
て
い
ま
す
。
25
年
度

は
活
性
化
計
画
を
基
に
指
定

管
理
施
設
の
管
理
運
営
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
一

方
、
地
域
の
各
種
団
体
の
自

主
的
な
活
動
に
対
し
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

※
「
ビ
ワ
イ
チ
」
と
は
、
自

転
車
や
徒
歩
で
琵
琶
湖
を

一
周
す
る
こ
と
。

　

滋
賀
県
は
人
口
増
加
県
と

し
て
県
土
の
創
生
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
本
市
は
人
口
減

少
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
地
域

の
経
済
や
産
業
の
活
力
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
財
政

面
も
税
収
の
減
少
で
、
市
民

へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
も
と
よ

り
、
こ
れ
か
ら
の
本
市
の
未

来
に
一
抹
の
不
安
を
感
じ
る

の
で
、
次
の
３
点
に
つ
い

て
市
の
取
り
組
み
の
現
状

と
今
後
の
方
策
を
伺
い
ま

す
。 

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

 

健
康
福
祉
部
長

　

妊
婦
健
診
や
乳
幼
児
の
医

療
費
の
助
成
、
そ
し
て
良
質

な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
、
子
育
て
が
で
き
る
環
境

を
つ
く
り
、
進
行
す
る
少
子

化
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
と

考
え
ま
す
。

 

定
住
促
進
対
策
に
つ
い
て

 

市
民
環
境
部
長

　

定
住
相
談
に
対
応
す
る
た

め
、
専
任
の
定
住
相
談
員
を

配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
充
実

し
た
子
育
て
環
境
や
空
き
家

紹
介
と
若
者
へ
の
住
宅
取
得

助
成
制
度
な
ど
の
本
市
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
定
住
促

進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。 

そ
の
他
主
な
施
策
に
つ

い
て 

産
業
経
済
部
長

　

自
然
環
境
に
め
ぐ
ま
れ
た

高
島
市
の
特
性
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
中
で
企
業
誘
致
の
可
能

性
を
見
出
し
、
雇
用
の
拡
大

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

公
立
古
賀
保
育
園
の
施
設

整
備
に
つ
い
て

 

市
内
幼
稚
園
・
保
育
園

の
耐
震
整
備
状
況
と
古
賀
保

育
園
の
耐
震
補
強
の
取
り
組

み
は
。

 

子
ど
も
局
長

　

今
年
度
安
曇
川
３
園
の
整

備
が
完
了
す
る
と
、
古
賀
保

育
園
の
み
が
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
ま
せ
ん
。
来
年
度

に
耐
震
補
強
工
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

 

保
育
園
舎
の
施
設
全
般

の
改
修
と
防
音
工
事
の
今
後

の
予
定
は
。

 

耐
震
工
事
を
施
す
こ
と

で
、
ま
ず
は
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
図
り
、
今
後
は
他
の

公
立
保
育
園
と
同
様
に
、
緊

急
性
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
順

次
修
繕
を
実
施
し
ま
す
。

饗
庭
野
演
習
場
周
辺
住
宅

防
音
工
事
に
つ
い
て

 

本
事
業
の
進
捗
状
況
と

課
題
は
。

 

政
策
部
長

　

今
年
度
は
4
戸
が
選
定
さ

れ
、
年
内
を
目
途
に
工
事
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
初
年
度
で

あ
り
、
関
係
の
皆
さ
ん
へ
の

工
事
に
対
す
る
周
知
と
、
予

算
確
保
に
つ
い
て
、
国
に
対

し
強
く
働
き
か
け
ま
す
。

 

周
辺
地
域
で
対

象
と
さ
れ
な
か
っ

た
地
域
の
今
後
の

対
応
は
。

 

国
は
5
カ
所
に

砲
撃
音
測
定
装
置

を
設
置
し
、１
年
間

の
デ
ー
タ
収
集
を

基
に
分
析
を
行
う

と
し
て
お
り
、
市
と

し
て
も
対
象
地
域

拡
大
に
向
け
、
ね
ば

り
強
く
働
き
か
け

ま
す
。

　

都
市
部
か
ら
高
島
市
を
選

ん
で
移
住
さ
れ
て
き
た
方
々

は
、
比
較
す
る
情
報
を
た
く

さ
ん
持
っ
て
お
ら
れ
る
と
と

も
に
、
当
市
で
生
ま
れ
育
っ

た
方
々
と
一
緒
に
な
り
、
ま

ち
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。
市
外
か
ら
の
力

を
地
域
活
性
化
に
活
か
し
て

い
た
だ
く
取
り
組
み
と
し

て
、
次
の
こ
と
を
提
案
し
ま

す
。

 

移
住
者
の
方
々
か
ら
、

地
域
活
性
化
、
ま
ち
づ
く
り

の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
頂
く

場
の
設
営
は
。

 

市
民
環
境
部
長

　

定
住
相
談
員
と
市
内
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
協
働
し
て
、
移

住
者
交
流
会
を
定
期
的
に
開

催
し
、
有
用
な
ご
意
見
を
伺

っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
市

民
協
働
交
流
セ
ン
タ
ー
が
中

心
と
な
っ
て
、
移
住
者
が
活

躍
で
き
る
場
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

 

総
務
省
が
展
開
し
て
い

る「
※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

事
業
を
採
用
し
な
い
か
。

 

政
策
部
長

　

平
成
22
年
度
に
若
者
定
住

促
進
の
一
環
で
２
名
を
雇
用

し
、
地
域
の
教
科
書
づ
く
り

等
の
活
動
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、「
緑
の
ふ

る
さ
と
協
力
隊
」
が
朽
木
地

域
で
活
動
さ
れ
、
約
半
数

が
高
島
市
で
結
婚
さ
れ
家
族

と
と
も
に
定
住
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
よ
り
多
く
の
若

者
が
地
域
お
こ
し
の
け
ん
引

役
と
し
て
力
を
発
揮
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
な
ど
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
島
市
民
病
院
の
経
営
に

つ
い
て

 

25
年
度
か
ら
は
完
全
開

院
で
す
が
、
市
民
の
方
々
か

ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
経
営
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

ま
ず
病
院
経
営
の
理
念
や
基

本
方
針
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
病

院
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。

 

病
院
事
業
管
理
者

（
病
院
長
）

　

市
民
病
院
の
経
営
に
つ
い

て
は
、
①
信
頼
の
医
療
②
医

療
安
全
の
徹
底
・
高
品
質
の

チ
ー
ム
医
療
・
あ
た
た
か
な

看
護
③
救
急
医
療
・
災
害
医

療
④
地
域
医
療
機
関
や
介
護

福
祉
機
関
等
と
の
連
携
、
役

割
分
担
⑤
経
営
の
安
定
化
の

５
つ
の
基
本
方
針
の
も
と
、

総
合
内
科
の
設
定
試
行
な
ど

目
標
に
向
け
改
善
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

人
口
減
少
に
伴
う
対
策
に
つ
い
て

大
西　

勝
巳　

議
員

地
域
活
性
化
の
推
進
に
つ
い
て

前
川　
　

勉　

議
員

来年度に耐震補強工事が予定される古賀保育園

※
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

事
業
と
は
「
意
欲
あ
る
都

市
住
民
（
若
者
等
）
を
、

地
域
社
会
の
新
た
な
担
い

手
へ
」
が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
。
隊
員
を
公
募
し
、

農
林
水
産
業
へ
の
従
事
、

水
源
保
全
・
監
視
活
動
、

環
境
保
全
活
動
、
住
民
の

生
活
支
援
、
地
域
お
こ
し

の
支
援
な
ど
の
活
動
を
し

て
い
く
事
業
で
す
。

高
島
市
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

大
日　
　

翼　

議
員県内第７位の入込客で賑わう道の駅藤樹の里あどがわ




